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第９期介護保険事業計画作成上のガイドラインである国の基本指針については、下記のと
おり示されていました。

1社会保障審議会介護保険部会（第１３４回）参考資料から抜粋



◆第１０期介護保険事業計画の基本指針に盛り込むことが考えられる主な事項

2

①介護サービス提供体制の計画的な整備

②地域包括ケアシステムの深化・推進

③介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援

第１０期介護保険事業計画作成上のガイドラインとなる国の基本指針に
ついては、今後、社会保障審議会介護保険部会において議論される予定
であるが、現在、「第１０期介護保険事業計画の基本方針に盛り込むこ
とが考えられる主な事項」として下記のとおり示されている。



１．介護サービス提供体制の計画的な整備

地域の中長期的な人口動態や介護ニーズの見込み等を適切
に捉え、介護サービス提供体制を計画的に確保

〇近隣の市町村のサービス需要を踏まえ、都道府県とも連携
した広域的な整備

〇医療・介護連携の強化

〇「見える化」システム等の支援ツールを活用し、人口動態
やサービス需要の傾向を把握

〇在宅サービスの充実
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２．地域包括ケアシステムの深化・推進
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〇総合事業の多様なサービス・活動の充実化

〇多様な主体とのつながりづくり等のさらなる支援や
質の向上を図るための分析・評価等を推進

〇頼れる身寄りがいない高齢者等の生活ニーズを地域課題
として解決し、切れ目のない支援が提供される地域づくり

地域の類型（中山間・人口減少地域、大都市部、一般市等）
を意識し、２０４０年を見据えたサービス基盤の維持・確保



３．介護人材確保と職場環境改善に向けた生産性向上、経営改善支援
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〇処遇改善に向けた取組を前提

〇都道府県が設置主体となった介護人材確保に関する
プラットフォームの構築

〇テクノロジーのさらなる活用等による生産性向上

〇協働化・大規模化の推進等による経営基盤の強化

２０４０年を見据えつつ、「介護離職ゼロ」の実現に向けた
介護サービス基盤の整備に伴い、必要となる人材の確保に向
け、総合的な取組を推進


